
学校教育目標「未来を切り拓くために主体的に努力する生徒を育成する～夢実現～」 

今週は、この冬一番の寒波に襲われ、大矢野町でも「立春」過ぎに 

雪が降りました。珍しく昼間に雪が降り、一面真っ白になった校庭で、わずか

な雪を集めて投げ合い、はしゃぐ生徒の声が響き 
一雨ごとに、春らしさが増して

きます。学校の近くでも梅が散り、

早咲きの桜やハクモクレンの蕾が 

開き始めました。大矢野では珍しく

朝霧も出ました。 

「通学の 声に揺れ居る 白木蓮」 

３年生が卒業し少し寂しくなっ

た学校に 1,2年生の元気な声が響き 

ます。昼休みには、サッカーに興じる楽しそうな声。放課後には、バレー部・バスケ部のかけ

声、ソフトボール部・テニス部の打球音、吹奏楽部の楽器の音色。そんな大中の３月です。 
 
 

 

１年生が、進路学習の一環として、上天草高校を訪問しました。

見学・体験等を通して高等教育の概要を知り、将来の進路選択の参

考にすることが目的です。少しずつ春めいていく自然も感じなが

ら、３０分ほど歩いて、上天草高校へ行きました。 

上天草高校では、森本校長先生のご挨拶に続き、高校の先生や先

輩方から、科や施設の説明がありました。 

①普通科では、グローカルコース

の英語の授業などを参観しました。

少人数でアットホームな雰囲気の

中、熱心に課題に向き合っている先

輩方の様子が見られました。 

②情報会計科では、先輩方の説明

の後、実際にパソコンを使った体験

授業も行いました。表計算ソフトを

使ったお小遣い帳や商品販売のた

めの分析などを行いました。 

③福祉科では、福祉や介護につい

てクイズで考えました。先輩方の車

椅子やベッドメイキングの実演も

見ながら楽しく説明を受けました。 

 詳しい説明をしてくれた先輩方

は、とても頼もしく見えました。 

今回の訪問で、高校の授業のイメ

ージは湧いたようです。自分の将来

「夢」を実現させるために、大切な

進路選択。自分の進路を自分で決め

る時は、すぐそこです。終わったば

かりの３年生の受検も参考にしな

がら、自分の希望する進路選択がで

きる力をつけておきましょう。 
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3/13 １年生が上天草高校を訪問 ～高校生を体験しました～ 
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しだれ梅（左）、桜（中）、 ハクモクレン（右） 
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 大矢野中学校吹奏楽団が、
定期演奏会を開催しました。
卒業した３年生４人、高校生
２人を含む総勢２１人での演
奏会でした。３年生の送別の
意味も込めて、３月の開催と
なって５回目、この日は、雨
の中にもかかわらず、４０人以上の方々が演奏
を聴きに集まってくださいました。 
第１部は、クラシック・ステージで夏の県吹

奏楽コンクールで演奏した「メルヘン」「漆黒

の精彩」を久しぶりに披露しました。 
 第２部のアンサンブルステージでは、５人や
８人のアンサンブルでの演奏を披露しました。
観客の近くで注目度も高くなるアンサンブルに
緊張感も高まりました。 
 第３部は、ポップスステージで、聞きなじみのあるディ
ズニーの「ファンタジーメドレー」、「情熱大陸」「J-POP
スペシャルメドレー」などを演奏しました。会場中が明る
く楽しい雰囲気に包まれました。 
 最後に、「３月９日」の演奏と３年生４人の卒部セレモ
ニー、そしてアンコールもあり、１年間の集大成としての

一大イベントが、多くの人に見守られ開催できました。 
 
 
 
 

3/15 大中･吹奏楽団 ｢第５回定期演奏会｣を開催！！ 

【素敵な大中生】   ボランティア活動 
３年生が卒業し、一段と鳩のフンに汚されていた３年棟３階のベランダを、ボランティア

で２年生３人が掃除をしてくれました。立ち上がってくれたのは、富田優心さん、中田海里

さん、別當陽太郎さんの３人。水を流し、 

デッキブラシでこすり、高圧洗浄機で 

こびりついた汚れをはがしました。また、 

ネットの中の鳩を外へ出し、ネットを 

しっかり結び直しました。自分たちの教 

室になるところを整えてくれました。 

素敵な大中生、ありがとう。 

 

 

 

 

 

 

 

【素敵な話】 「恐竜さん」から、お便りと花が届きました。 

３／８のパールラインマラソン大会に参加された「恐竜さん」こと 

恐竜の着ぐるみを着て参加されていた兵庫県在住の小田様から、大矢 

野中の皆さんに、お礼の「メール・葉書」と「お花」が届きました。 

遠く兵庫県から一人で参加されていた「恐竜さん」は、大中生が 

人懐っこく話しかけ、走っているときはたくさんの声援をくれたこと 

がとても嬉しかったそうです。それで、お礼の気持ちとして、メール 

と葉書、そして、お花を贈ってくださいました。 

皆さんの「おもてなし」が、こんな形で返ってきました。恐竜さん 

は、大矢野中のホームページや学校だよりも見てくださっています。 

来年もぜひパールラインマラソンに来たいとおっしゃっています。 

心温まる素敵な出来事でした。 （右は届いた葉書と花の写真です。） 


